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 陶淘塾～創立９０年の節目に向けて 

                    瀬戸少年院 

 

 富山法務少年支援センターにおける 

           「いじめ防止教室」の取組      

富山少年鑑別支所（富山法務少年支援センター） 

 

 桜の木の下で 

                    愛知少年院 

        

 一緒に困りたいんです！ 

                    金沢少年鑑別所 

 金沢少年鑑別所における再犯防止の取組 

                    金沢少年鑑別所 

在院者の在籍中学校との連携 

                    豊ケ岡学園 

 
 

表紙写真 

表紙写真：少年院創立１００周

年記念職業指導製品コンテスト

で最優秀企画賞を受賞した『瀬

戸三大神獣陣像』 

 法務技官について 

                    津少年鑑別所 
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少
年
鑑
別
所
（
法
務
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
）
の
仕
事
を
一
言
で
言

う
な
ら
、
「
対
象
者
及
び
支
援
者
（
関
係
機
関
、
当
事
者
家
族
）
と

一
緒
に
困
る
こ
と
。
」
だ
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。 

非
行
と
は
、
「
困
っ
て
い
る
人
が
、
人
を
困
ら
せ
る
行
為
を
す
る

こ
と
」
、
つ
ま
り
、
対
象
者
は
生
活
上
の
不
適
応
等
の
「
生
き
づ
ら

さ
」
に
困
り
果
て
、
そ
の
「
生
き
づ
ら
さ
」
に
ま
と
わ
り
つ
く
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
感
情
等
に
よ
っ
て
非
行
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
す
が
、
対
象
者
は
自
分
が
困
り
果
て
て
い
る
感
覚
を
言
葉

に
表
せ
な
い
も
ど
か
し
さ
か
ら
非
行
と
い
う
行
為
に
出
る
と
理
解
し

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
対
象
者
だ
け
で
な
く
、
支
援
者
も
、
対

象
者
が
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
が
よ
く
分
か
ら
ず
に
困
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
と
い
う
、
対
象
者
・
支
援
者
の
関
係
に
は
困
り
ご
と
の
二
重

構
造
が
あ
り
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
収
容
業
務
（
鑑
別
・
観
護
処
遇
）
に
お
い
て
は
対
象

者
の
困
り
ご
と
に
寄
り
添
い
、
一
緒
に
困
っ
て
あ
げ
る
と
こ
ろ
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
し
、
地
域
援
助
業
務
に
お
い
て
は
、
御
家
族
や
関

係
機
関
の
皆
さ
ん
の
困
り
ご
と
と
、
対
象
者
自
身
の
困
り
ご
と
の
両

方
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
い
ず
れ
に
も
一
緒
に
困
っ
て
い
く
と
い
う
ス

タ
ン
ス
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。   

 
一
緒
に
困
り
た
い
ん
で
す
！  

非

常

に

残

念

な

こ

と

で

は

あ

る

の

で

す

が
、
私

た

ち

専

門

家

で

さ

え
、
実

の

と

こ

ろ
、
非

行

理

解
、
支

援

方

策

の

い

わ

ば
「
最

適

解
」
を

万

全

の

自

信

を

持

っ

て

導

き

出

せ

た

実

感

を

得

ら

れ

ず

に

い

ま

す
。
頼

り

が

い

が

な

い

と

言

わ

れ

て

も

仕

方

あ

り

ま

せ

ん

が
、
誠

実

に

考

え

れ

ば

考

え

る

ほ

ど
、
人

間

理

解
、
非

行

理

解

の

困

難

さ

を

感

じ
、
私

た

ち

も

困

っ

て

い

ま

す
。
謙

虚

に
、
そ

れ

で

い

て
、
相

手

に

徹

底

的

に

寄

り
添

っ

て

い

く

覚

悟
を

持

っ

て

仕

事

を
す

る

と

い

う

こ

と

を
「
一

緒

に

困

る
」
と

い

う

言

葉

に

込

め

て

い

ま

す
。
私

た

ち

少

年

鑑

別

所
（
法

務

少

年

支

援

セ

ン

タ
ー
）
は
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
困
り
た
い
ん
で
す
。 

 
 

金
沢
少
年
鑑
別
所
長 

１ 



 

 

２ 

本
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
石
川
県
立
図
書
館
に
お
い

て
、
当
所
主
催
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。 

「
学
校
に
居
場
所
を
求
め
る
子
ど
も
た
ち
～
孤
独
・
孤
立
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
声
に
な
ら
な
い
声
を
聴
く
～
」
を
シ
ン
ポ
ジ

ウ

ム

の

テ

ー

マ

と

し

て
、
当

所

所

長

の

他
、
金

沢

大

学

准

教

授
、
金
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
課
長
、
東
京
少
年
鑑
別
所
地
域

非
行
防
止
調
整
官
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
お
招
き
し
、
各
パ
ネ

リ
ス
ト
に
よ
る
意
見
発
表
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
教
育
関
係
者
や
福
祉
関
係
者
な
ど
７
０
名
程
度

の
参
加
が
あ
り
、
参
加
者
の
方
々
か
ら
も
多
く
の
ご
質
問
や
ご

意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
様
子
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
も
放
映
さ
れ
、
有
意
義
な
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
「
教
員
（
現
場
の
人
）

に
も
聞
い
て
欲
し
い
内
容
だ
っ
た
。
支
援
者
側
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
、
健
康
も
大
切
と
感
じ
ま
し
た
。
新
た
な
地
域
資
源
を
知

る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
い
っ
た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
法

務
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
こ
と
が
な
い
教
育
関
係
者

や
福
祉
関
係
者
の
方
々
に
、
少
年
司
法
の
現
状
や
地
域
援
助
業

務
の
具
体
的
な
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
社
会
に

お
け
る
法
務
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度
を
上
る
と
と
も
に
、
当

所
に
お
け
る
地
域
援
助
業
務
の
拡
充
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。  

当
所
で
は
、
児
童
福
祉
機
関
、
学
校
・
教
育
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
の
民
間
団
体
な
ど
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
携
わ
る
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
非
行
及
び
犯
罪
防

止
に
関
す
る
活
動
や
健
全
育
成
に
関
す
る
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
各
関
係
機
関
と
顔
を
合
わ
せ
て
話

し
や
す
い
関
係
を
作
る
こ
と
が
地
域
の
非
行
や
犯
罪
の
防
止
に
効

果
的
と
考
え
、
今
後
も
地
域
と
つ
な
が
る
機
会
を
積
極
的
に
作

り
、
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

シンポジウム会場の様子 

シンポジウム会場における展示品 
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豊
ケ
岡
学
園
（
以
下
「
当
園
」
と
い
う
。
）
は
、
短
期
社
会

適
応
課
程
（
以
下
「
Ｓ
Ａ
」
と
い
う
。
）
と
短
期
義
務
教
育
課

程
（
以
下
「
Ｓ
Ｅ
」
と
い
う
。
）
を
実
施
す
る
少
年
院
で
す
。

Ｓ
Ａ
を
履
修
す
る
在
院
者
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
Ｓ

Ｅ
中
学
生
の
入
院
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
の
中
、
令
和
元
年
以

来
約
５
年
ぶ
り
に
Ｓ
Ｅ
の
入
院
（
複
数
名
）
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
５
年
ぶ
り
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
当
時
の
Ｓ
Ｅ
の
当
園

に
お
け
る
教
育
を
知
っ
て
い
る
職
員
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
果

た
し
て
ど
の
よ
う
な
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
が
彼
ら
に
と
っ
て

必
要
な
の
か
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
ま
さ
に
手
探
り
状
態
の

中
で
Ｓ
Ｅ
の
処
遇
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

当
園
と
し
て
は
、
在
院
者
が
在
籍
す
る
中
学
校
教
諭
に
、
で

き
る
限
り
当
園
の
教
育
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
当
園

に
対
す
る
理
解
も
深
め
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
ま
ず
、
当
園

職
員
で
は
実
施
す
る
こ
と
が
難
し
い
音
楽
の
授
業
に
つ
い
て
、

在
籍
中
学
校
の
担
当
教
諭
が
当
園
に
出
張
す
る
形
で
実
施
が
可

能
か
を
打
診
し
ま
し
た
。
中
学
校
で
の
授
業
も
受
け
持
っ
て
い

る
ほ
か
に
、
少
年
院
に
出
張
し
て
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
は
、

過
去
に
前
例
の
な
い
取
組
で
も
あ
り
、
在
籍
中
学
校
側
も
当
初

は
困
惑
し
た
様
子
で
し
た
が
、
月
１
回
の
実
施
で
あ
れ
ば
可
能

で
あ
る
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
授
業
内
容
と
し
て

は
、
出
院
後
に
在
籍
中
学
校
で
の
卒
業
式
を
迎
え
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
校
歌
の
練
習
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
楽
器
を
用
い
た

授
業
で
は
琴
を
持
参
し
て
い
た
だ
き
、
演
奏 

す
る
な
ど
、 

在
院
者
が
強
い
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
授
業
に
臨
む
よ
う
工
夫
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
対
象
者
の
出
院
が
近
く
な
っ
た
段
階
で
、
当
園
で
実

施
す
る
意
見
発
表
会
に
、
在
籍
中
学
校
長
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
教
諭
を
招
き
、
彼
ら
の
出
院
後
の
決
意
等
を
聞
い
て
い
た
だ
く

機
会
を
設
け
ま
し
た
。
意
見
発
表
会
後
は
、
在
籍
中
学
校
教
諭
、

対
象
者
の
保
護
者
、
対
象
者
本
人
及
び
当
園
職
員
に
よ
る
四
者
面

談
会
を
実
施
し
、
彼
ら
が
在
籍
中
学
校
に
復
学
す
る
に
当
た
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
率
直
な
意
見
を
出
し
合
い
、
情
報
共

有
や
相
互
理
解
に
努
め
ま
し
た
。  

在籍中学校の音楽科教師による琴の授業風景  



 

 

４ 

対
象
者
本
人
ら
も
、
受
け
入
れ
る
側
で
あ
る
在
籍
中
学
校
の
受
入

れ
体
制
や
抱
え
る
問
題
等
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
耳
の
痛
く
な
る
よ

う
な
厳
し
い
現
実
が
待
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
出
院
後
に
自
分

た
ち
が
置
か
れ
る
立
場
を
よ
り
具
体
的
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
自
分
た
ち
の
こ
と
を
真
剣
に
考

え
て
く
れ
る
大
人
が
周
囲
に
は
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知
る
機
会

に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
記
事
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
、
彼
ら
は
卒
業
式
を
迎
え
ま

す
。
自
分
た
ち
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

大
人
を
信
じ
て
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
前
向
き
な
一
歩
が
踏
み
出

せ
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。  

  

仮退院式を終え、寮担任と最後のあいさつを交わす在院者  



 

 

 

私は刑事施設での採用ですので、初めて少年と接し

たときは、その幼さと素直さに驚きました。もっと反

抗的で虚勢を張っているイメージがあったのですが、

少年が職員に褒められてうれしそうにする姿、運動で

はしゃいでいる姿、寂しくて泣いている姿などを見て

いると、非行少年である前に、一人の成長途中の人間

であり、学びや育ちの伸びしろは大きいと思いまし

た。 

Ｑ この仕事を選んだきっかけは？ 

Ｑ 実際に少年と接してみてどう思いましたか？ 

津少年鑑別所 

鑑別部門 考査担当 

名古屋刑務所採用 

４年目 

阿
部 

有
香
里
さ
ん 

〇地域援助 

「法務少年支援センター」として、非

行・犯罪の防止に関する専門的な知識

や技術を幅広く活用して、一般の方々や

関係機関・団体からの依頼に応じ、地域

社会における非行及び犯罪の防止に向

けた様々な活動を行っています。 

高校生の頃から犯罪加害者の立ち直りに関わる仕

事がしたいと思うようになり、具体的にどのような

職場があるのか探していたところ、大学生のときに

少年鑑別所へ見学に行く機会があり、矯正施設で働

く法務技官という仕事を知って、目指すようになり

ました。 

法
務
技
官 

〇鑑別 

鑑別は、医学、心理学、教育学、社会

学などの専門的知識及び技術に基づ

き、鑑別対象者の非行又は犯罪に影響

を及ぼした資質及び環境上問題となる

事情を明らかにした上で、その事情の改

善に寄与するため、処遇に資する適切

な指針を示すことを指します。 
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６ 

 

出張非行相談（伊勢市）での受

付の様子 図書交換の様子 

鑑別面接の様子 

 

 

 

 

Ｑ この仕事のやりがいはどんなところですか？ 

Ｑ この仕事において心掛けていることはことはありますか？ 

心理技官を志す人へメッセージを一言 

自分の問題点に目が向かなかった少年が、徐々に考え

を深めていくといった変化を間近で見られることがやり

がいです。 

今後、少年の改善更生に関わる少年院の先生方や社会

内の支援者の方々にとって、少しでも有益な情報をお伝

えすることができるように努めています。 

大変なこともありますが、やりがいのある仕事です。

矯正施設は近寄りがたく、仕事内容をなかなかイメージ

しづらいこともあると思いますが、施設見学や採用説明

会の機会があれば、ぜひ参加してみてください。 



 

 

７ 

 陶淘塾～創立９０年の節目に向けて  
 

 『陶淘塾』は、陶器の産地・瀬戸市にある瀬戸少年院創立当時からの別称です。 

 『陶』は人格を陶冶（とうや）、つまり人柄、人間性、道徳観を鍛え、育成することを意味

し、『淘』は不純物を除いて良いものを選りすぐるという意味であり、在院者への矯正教育と陶

芸制作のイメージを重ねたものです。 

 当院では、『狛犬（こまいぬ）』、『玉獅子』、『龍』などの伝統的な置物の陶芸制作を就業

に必要な知識・技能の習得を目的とする職業指導で実施してきましたが、毎年秋に行われる「せ

ともの祭」では、地元の皆様から根強い人気があり、お陰様で毎年ほとんど完売しております。 

 令和５年１１月に法務省矯正局において、少年院創立１００周年記念職業指導製品コンテスト

が行われましたが、当院在院生が制作し、前述の置物３体をモチーフとして合体させたオリジナ

ルの作品『瀬戸三大神獣陣像』が見事に最優秀企画賞を受賞しました。 

 瀬戸少年院は、令和６年５月に創立９０周年を迎えます。職業指導以外にも、生活指導、教科

指導、体育指導及び特別活動指導といった教育を充実させ、在院生一人一人の未来と明るい社会

の実現のために、１０年後の創立１００周年に向けて、今後も『陶淘塾』の名にふさわしい少年

院を目指していきます。  

昭和９年に『陶淘塾』を命名した名古屋控訴院（現名

古屋高等裁判所）長の立石謙輔氏直筆の書（当院の

教育訓練等に展示） 

少年院創立１００周年記念職業指導製品コ

ンテストで最優秀企画賞を受賞した『瀬戸三

大神獣陣像』  

瀬戸少年院 

陶芸科教室の様子 
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 富山法務少年支援センターにおける「いじめ防止教室」の取組 

富
山
県
内
か
ら
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
富
山
県
警
と
の
地
域
援
助
に
お
け

る
連
携
・
協
同
の
一
環
と
し
て
、
近
隣
の
小
、
中
学
校
の

児
童
、
生
徒
を
対
象
と
し
た
「
非
行
防
止
教
室
」
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
こ
こ
で
は
特
に
力
を
入

れ
て
い
る
「
い
じ
め
防
止
教
室
」
に
つ
い
て
御
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

い
じ
め
問
題
は
、
そ
れ
自
体
、
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な

テ
ー
マ
で
あ
る
上
に
、
学
校
で
実
施
す
る
と
な
る
と
、
児

童
、
生
徒
の
中
に
被
害
者
や
加
害
者
、
傍
観
者
が
混
在
し

て
い
る
可
能
性
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
当
所
職
員
を
対
象
と
し
た
模
擬
授
業
を
行
う
な

ど
し
て
、
研
修
資
料
や
講
義
の
仕
方
に
つ
い
て
、
改
良
を

重
ね
て
き
た
他
、
実
施
前
に
は
依
頼
先
の
担
当
教
諭
と
も

綿
密
な
調
整
を
行
う
な
ど
し
て
お
り
、
児
童
、
生
徒
の
人

権
に
十
分
に
配
慮
し
た
、
有
意
義
な
教
室
に
な
っ
て
い
る

と
自
負
し
て
い
ま
す
。 

実
施
後
に
御
記
載
い
た
だ
い
て
い
る
児
童
・
生
徒
用
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
は
、
深
く
心
を
打
た
れ
る
も
の
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
い
じ
め
の
被
害
体
験
の

あ
る
生
徒
の
１
人
か
ら
は
、
そ
の
心
の
傷
に
長
い
間
、
苦

し
ん
で
き
た
も
の
の
、
「
い
じ
め
防
止
教
室
」
を
受
け
た

こ
と
で
、
「
心
が
救
わ
れ
ま
し
た
。
」
と
い
う
、
本
当
に

あ
り
が
た
い
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
を
励
み
に
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
、
い
じ
め
に

よ
っ
て
傷
付
く
子
ど
も
が
い
な
く
な
る
こ
と
を
願
い
、

「
い
じ
め
根
絶
！
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

富山少年鑑別支所（富山法務少年支援センター） 
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 桜 の 木 の 下 で  
 

 愛知少年院は、西三河地区の西部に位置する豊田市にあります。近隣の駅は名鉄豊田線の浄水駅で、近年は、駅周

辺には高層マンションが立ち並び、夜には、「愛知のニューヨーク」を思わせる風景となっています。院内からは、

その高層マンションを望むことができ、在院者もその光景に驚いています。 

 愛知少年院の周辺は、そのように、年々風景は変わっていますが、院内には、その姿を変えずに、在院者や職員の

心を和ませてくれる風景があります。それは、敷地内にある２００本程の桜（ソメイヨシノ）です。 

 第二次世界大戦が行われていた頃、当院の敷地は海軍航空隊の基地でした。今の在院者と同じくらいの年齢の特攻

隊員たちが、片道の燃料だけを積んで飛び立つため、沖縄に向かうことになりましたが、その前に桜の苗木を基地に

植えていったと言い伝えられています。それから７０年以上過ぎた今では、幹が朽ちている木も多くありますが、春

になれば、どれもが満開の花を咲かせてくれます。 

 毎年、４月には、その桜を題材にした写生会が行われます。写生をしている在院者の顔は皆穏やかで、老いてもき

れいにたくましく咲き続ける桜の木から、元気と勇気をもらっています。今年も、きっときれいな花を咲かせてくれ

ると思います。   

桜並木 

桜とタンポポ 

愛知少年院 



 

 

News We Are 

 －わたしたちは いま－ １５０号 

編集・発行責任者 

名古屋矯正管区第三部 

発行日 

令和６年３月 

 

名古屋矯正管区 

〒４６１－００１１ 

名古屋市東区白壁１－１５－１ 

名古屋合同庁舎第三号館 

名古屋矯正管区ロゴマーク 

 
 名古屋矯正管区内の各県の地形を、それぞれ丸形で色を変え

表現したもので、「ＮＲＣＨ」は、「Nagoya Regional Cor-

rection Headquarters」の略称を意味しています。 

 法務少年支援センターシンボルマーク 

 
 このシンボルマークは、少年鑑別所が「地域とともに、子ど

もたちの未来、可能性を育てていく」という意味を込めたもの

で、芽を育て、花ひらくために、色々な要素を注ぐということ

をイメージして、７色のしずくを降らせています。 

・法務少年支援センター全国共通ダイヤル 

 ０５７０－０８５－０８５ 

（最寄りの法務少年支援センターにつながります。） 


